
福岡県ワンヘルス啓発施設第4号に認定
　ワンヘルスとは、「人の健康」「動物の健康」「環境の健全性」を一つの健康
と捉え、一体的に守っていくという考え方です。みやま市は2021年9月に「ワ
ンヘルス推進宣言」を表明し、市民の皆さんにワンヘルスに対する理解を深
めていただく取組を推進するとともに、本市がワンヘルスの中核となること
を目指しています。
　ルフランでの資源循環の取組を通して、環境保護だけでなく、人や動物の
健康にもつながることを、啓発しています。

みやま柳川ICを下りて、
県道７７５号線を
国道４４３号線方向に
吉井交差点を左折し南下
物見塚の信号の少し先

ルフランについての情報は
市HPでも確認できます！

バイオマスセンター

みやま市環境衛生課

〒835-８６０１
福岡県みやま市瀬高町小川5番地
環境衛生課　循環型社会推進係
TEL：0944-64-1521（直通）
FAX：0944-64-1546
MAIL：junkan@city.miyama.lg.jp

●環境省「第7回グッドライフアワード」環境大臣賞優秀賞●
●農林水産省「ディスカバー農山漁村の宝第8回選定」選定●

〒835-0113
福岡県みやま市山川町重富１２１番地

サテライト液肥貯留設備 〒835-0０１７
福岡県みやま市瀬高町東津留２番地1



正式名称

事業主体

所 在 地

施設概要
みやま市バイオマスセンター

みやま市

みやま市山川町重富１２１番地

面　　積 敷地面積6,339.51㎡、建築面積1,240.25㎡
校舎側まで含めた面積：13,210㎡

処理能力

処理方式

発電能力

生ごみ：9.9t/日、し尿：42t/日、浄化槽汚泥：78t/日

発酵種別：中温・湿式

25kW×4基

容　　量 発酵槽：1,100㎥　ガスホルダ：200㎥
液肥貯留槽：4000ｔ×２

着　　工

竣　　工

総事業費

平成28（2016）年4月

平成30（2018）年12月

約21億円



最大能力20,000トン/年



施設の電力の最大60％を

最大約817MWｈ/年　

最大約4,000GJ/年　

地域の方々やバイオマスセンターの研修者、シェ
アオフィスの利用者が集えるカフェスペースを
整備しています。また、農産物などを出品できる
直売棚もあります。

バイオマスセンターの研修者のほか、シェアオ
フィスの会議室や視聴覚室としても利用できる
プロジェクター・音響設備が整った研修室です。

1席から1部屋まで働き方に合わせた利用がで
きる貸し事務所を整備しています。Wi-Fi完備。
学生の勉強部屋としても利用できます。

地元の食材を生かす食品加工室を整備し、6次
化商品を製造できるようにしています。


